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５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
を
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
街
出
土
遺
構
の
概
要

但
馬
国
分
寺
跡
は
、
但
馬
国
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
た
る
円
山
川
中
流
域
左
岸

の
小
扇
状
地
上
に
位
置
す
る
。
標
高
は
、
塔
跡
西
南
隅
の
礎
石
上
で
二
五

・
三

ｍ
を
測
る
。

但
馬
国
分
寺
跡
の
調
査
は
、

一
九
七
三
年
に
始
ま
り
、
今
回

で

一
六
次
を
荻
え
る
。
そ
の
結

果
、
主
要
伽
藍
で
は
、
金
堂
と

中
門
を
回
廊
で
結
び
、
金
堂
の

石

西
に
塔
を
配
置
し
て
い
た
こ
と

饂

が
判
明
し
た
。
ま
た
、
寺
域
に

つ
い
て
も
、
西
限
が
未
確
認
で

あ
る
も
の
の
、
東
限
、
南
限
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
、
ほ
ぼ
寺
域
の
規
模
を
推

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
の
調
査
は
、
町
道
の
拡
幅
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
行

っ
た
も
の

で
、
金
堂
の
北
東
に
道
路
の
拡
幅
計
画
に
合
せ
て
二
ｍ
幅
の
ト
レ
ン
チ
を
三
本

設
定
し
た
。
こ
の
う
ち
、　
一
番
北
側
の
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
、
横
板
組
隅
柱
ど

め
の
井
戸
を
検
出
し
た
。
井
戸
は
四
辺
を
方
位
に
合
せ
て
造
ら
れ
て
お
り
、
規

模
は
、
内
法

一
辺

一
七
〇

側
の
正
方
形
で
、
検
出
面
か
ら
底
部
ま
で
二
七
〇

伽

を
測
り
、
底
面
に
は
礫
を
敷
く
。
井
戸
枠
の
材
は
、
土
台
と
四
隅
の
柱
に
ヒ
ノ

キ
材
を
用
い
、
側
板
に
は
ス
ギ
材
を
用
い
て
い
る
。

井
戸
内
の
遺
物
は
、
大
き
く
上
層

。
中
層

。
下
層
に
分
れ
て
出
上
し
た
。
下

層
か
ら
は
、
土
器

（墨
書
土
器
を
含
む
）、
瓦
の
他
、
釣
瓶
や
鎗
、
斎
串
、
木
簡

等
が
出
上
し
た
。
下
層
の
遺
物
は
、
出
土
土
器
の
形
式
や
、
紀
年
木
簡
か
ら
八

世
紀
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
層
で
は
、
多
量
の
瓦
片
と
斎
串
、
鞍

・

鐙

・
手
綱

。
日

・
口
を
墨
で
描
い
た
馬
形
、
土
器
片
が
出
土
し
た
。
上
層
か
ら

は
、
井
戸
の
検
出
面
で
、
軒
丸
瓦
と

一
〇
世
紀
代
の
須
恵
器

一
点
が
出
上
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
井
戸
が
八
世
紀
の
後
半
ま
で
に
寺
域
の
伽
藍
に

合
せ
て
造
ら
れ
、
九
世
紀
か
ら

一
〇
世
紀
に
か
け
て
の
段
階
で
廃
棄
さ
れ
、
埋

め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

但
馬
国
分
寺
跡
で
は
、
今
回
の
井
戸
を
含
め
四
箇
所
の
井
戸
を
検
出
し
て
い

る
が
、
今
回
の
も
の
は
規
模
、
構
造
的
に
も
優
れ
て
お
り
、
ま
た
金
堂
、
講
堂

（推
定
）
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
、
墨
書
土
器
中
に

「大
院
」
と
記
し
た
も
の
が



含
ま
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
国
分
寺
内
の
重
要
な
区
画
に
付
属
し
た
井
戸
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
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木
街
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室
の
方

方
の
御
教
示
を
得
た
。
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